
七
年
五
月
」
に
「
山
本
治
郎
右
術
門
養
嗣
子
入
籍
」
と
な
っ

て
い
る
。

養
子
と
な
っ
た
次
郎
八
の
家
は
、
代
々
治
郎
右
術
門
を

名
乗
る
米
穀
商
甲
田
屋
（
次
郎
八
は
本
名
）
で
あ
り
、
生

み
の
わ
ま
ち

家
と
は
目
と
鼻
の
先
、
同
じ
美
濃
輪
町
の
町
内
に
あ
る
。

次
郎
長
の
本
名
は
山
本
長
五
郎
。
治
郎
右
衛
門
（
次
郎

八
）
の
所
の
長
五
郎
を
ち
ぢ
め
て
、
少
年
時
代
か
ら
「
次

郎
長
」
と
呼
ば
れ
た
。
ち
な
み
に
治
郎
右
衛
門
の
弟
は
太

右
衛
門
と
い
っ
て
江
尻
宿
で
清
水
屋
と
看
板
を
掲
げ
る
旅

館
を
営
ん
で
い
た
。

幕
末
動
乱
の
時
代
。
次
郎
長
が
故
郷
を
捨
て
、
旅
か
ら
旅
へ
の
ア
ウ
ト
ロ
ウ

人
生
に
走
っ
た
の
は
何
故
か
。
彼
の
心
の
中
に
熟
成
さ
れ
彼
を
駆
り
立
て
た

も
の
は
何
で
あ
っ
た
ろ
う
か
、
そ
の
少
年
時
代
を
探
る
。

旧
清
水
市
（
平
成
十
五
年
、
合
併
に
よ
り
静
岡
市
と
な
－
ぴ
と
は
驚
き
、
争
っ
て
見
物
に
出
か
け
た
。
ま
だ
見
た
こ

る
）
の
真
ん
中
を
南
北
に
巴
川
が
流
れ
て
い
る
。
一
と
も
な
い
異
国
船
、
上
陸
し
た
中
国
人
た
ち
。
幼
い
次
郎

川
幅
は
七
、
八
十
メ
ー
ト
ル
、
勾
配
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
一
長
も
、
大
人
た
ち
の
背
中
越
し
に
、
海
の
向
こ
う
に
広
い

ど
ぶ
泥
の
よ
う
に
濁
っ
た
川
水
が
、
満
ち
潮
の
時
に
は
上
一
世
界
が
あ
る
こ
と
を
感
じ
と
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

流
へ
逆
流
す
る
。
一
次
郎
長
の
生
ま
れ
た
家
は
代
々
三
右
術
門
を
名
乗
り
、

ま
き
き
ん

次
郎
長
は
、
文
政
三
年
（
一
八
一
一
○
）
、
廻
船
問
屋
が
一
薪
炭
を
商
う
旧
家
だ
。
屋
号
は
薪
一
一
一
と
称
し
、
西
伊
豆
と

軒
を
連
ね
る
こ
の
川
っ
ぷ
ち
の
港
ま
ち
に
生
ま
れ
た
。
鎖
一
の
交
易
の
た
め
に
、
船
も
所
有
し
て
い
る
。
次
郎
長
の
父

国
の
扉
を
こ
じ
あ
け
よ
う
と
す
る
外
国
船
が
日
本
の
近
海
一
親
は
、
天
候
な
ど
お
構
い
な
し
に
船
を
出
す
の
で
、
「
雲
見

に
出
没
し
、
文
政
の
打
払
い
令
が
出
た
頃
だ
。

一
ず
」
の
三
右
術
門
と
異
名
を
と
る
剛
胆
な
船
乗
り
で
あ
っ

次
郎
長
が
六
歳
の
時
、
こ
の
狭
い
港
ま
ち
を
震
憾
さ
せ
一
た
。
次
郎
長
は
そ
の
血
を
色
濃
く
受
け
継
い
で
い
る
。

ニ
ン
ポ
ウ

る
出
来
事
が
起
こ
っ
た
。
中
国
寧
波
の
貿
易
船
得
泰
号
が
、
一
兄
一
人
、
姉
二
人
、
四
人
兄
弟
の
末
っ
子
に
生
ま
れ
た

遠
州
吉
田
港
に
漂
着
し
、
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
一
月
、
一
次
郎
長
は
、
数
え
五
歳
の
時
、
叔
父
次
郎
八
の
養
子
と

修
理
の
た
め
清
水
港
に
回
航
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
沖
合
に
一
な
っ
た
。
『
東
海
遊
侠
伝
』
で
は
、
生
ま
れ
て
す
ぐ
養
子
に

碇
泊
中
の
中
国
船
は
、
シ
ー
ポ
ル
ト
も
目
撃
し
、
「
江
戸
参
一
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
清
水
市
史
編
さ
ん
委
員
勝
瀬

府
紀
行
」
に
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
千
石
船
の
二
倍
は
一
光
安
遺
稿
「
次
郎
長
の
出
生
と
戸
籍
」
に
よ
れ
ば
「
明
治

優
に
超
え
る
巨
大
外
国
船
の
出
現
に
、
清
水
港
近
在
の
人
一
二
十
年
七
月
編
成
戸
籍
簿
仮
綴
」
の
記
載
と
し
て
「
文
政

河
口
付
近
の
巴
川
（
大
正
期
）
左
手
の
遠
方
に
梅
蔭
寺
の
幽
霊
松

海
の
癌
こ
う
に
広
い
世
界
が

次
郎
長
の
少
年
時
代
を
考
え
る
．
』
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次
郎
長
の
家
か
ら
百
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
離
れ
た
と
こ
ろ
一

ぱ
い
い
ん
じ

に
梅
蔭
寺
と
い
う
寺
が
あ
る
。
実
家
の
一
二
右
衛
門
の
菩
提
一

寺
で
、
寺
の
境
内
は
近
所
の
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
で
一

あ
っ
た
。
次
郎
長
は
悪
ガ
キ
仲
間
を
誘
っ
て
は
、
本
堂
の
一

前
の
広
場
で
相
撲
な
ど
に
興
じ
た
。

や
つ
つ
そ
も
７

墓
地
の
周
囲
は
、
捗
蒼
と
し
た
松
林
で
囲
ま
れ
て
い
る
。
一

中
で
も
ひ
と
き
わ
背
の
高
い
一
本
の
松
が
、
あ
た
り
を
見
一

を
、
店
の
裏
手
に
あ
る
井
戸
で
洗
っ
て
持
ち
帰
る
。
代
金

は
漁
に
出
て
魚
が
と
れ
た
時
に
払
う
。
長
屋
の
熊
さ
ん
と

大
家
の
よ
う
に
、
米
屋
と
漁
師
は
、
一
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
し
て
固
く
結
ば
れ
て
い
る
。
甲
田
屋
の
跡
取
り
息

子
で
あ
る
次
郎
長
は
、
漁
師
の
子
供
た
ち
と
真
っ
黒
に

な
っ
て
遊
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

「
東
海
遊
侠
伝
」
に
は
、
七
、
八
歳
頃
の
次
郎
長
は
「
最

も
闘
撲
を
好
み
」
と
あ
り
、
喧
嘩
っ
早
い
、
武
闘
派
の
悪

ガ
キ
だ
っ
た
と
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
腕
つ
ぶ
し
は
「
健

腕
乱
打
」
し
て
年
上
の
者
ま
で
や
っ
つ
け
手
下
に
し
た
と

も
あ
る
。

悪
ガ
キ
ぶ
り
は
通
っ
て
い
た
寺
子
屋
で
も
遺
憾
な
く
発

揮
さ
れ
た
。
最
初
に
入
っ
た
村
学
先
生
の
塾
は
終
日
喧
嘩

ぜ
ん
そ
う
じ

ば
か
り
で
退
塾
、
二
度
目
の
禅
叢
寺
の
寺
子
屋
で
は
い
じ

め
が
過
ぎ
て
筆
子
た
ち
か
ら
総
ス
カ
ン
を
食
っ
て
し
ま
っ

た
。
八
歳
の
次
郎
長
は
考
え
た
。
腕
ず
く
だ
け
で
は
世
の

中
は
渡
れ
な
い
。
彼
は
自
分
の
小
遣
い
銭
を
は
た
い
て
駄

菓
子
を
買
い
、
毎
朝
ふ
と
こ
ろ
に
入
れ
て
皆
に
分
け
与
え

た
。
買
収
作
戦
で
あ
る
。
力
だ
け
で
は
な
い
、
と
い
う

リ
ー
ダ
ー
の
資
質
が
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
芽
を
の
ぞ
か

せ
て
い
る
。

東
海
道
と
清
水
港
は
、
江
尻
宿
の
は
ず
れ
か
ら
枝
分
か

れ
す
る
「
し
み
ず
道
」
で
結
ば
れ
て
い
る
。
上
一
丁
目
、

上
二
丁
目
、
本
町
、
袋
町
、
新
魚
町
、
本
魚
町
、
仲
町
、

美
濃
輪
町
の
八
ヶ
町
か
ら
成
る
清
水
町
は
、
七
百
戸
ば
か

り
の
家
数
の
ほ
ぼ
半
分
を
、
港
ま
ち
ら
し
く
廻
船
問
屋
や

船
宿
、
荷
役
人
足
な
ど
港
関
係
の
仕
事
に
た
ず
さ
わ
る
家

で
占
め
て
い
る
。
漁
師
の
住
居
は
百
戸
を
数
え
る
。

次
郎
長
が
少
年
時
代
を
過
ご
し
た
米
屋
の
甲
田
屋
は
、

漁
師
の
集
落
の
真
っ
た
だ
な
か
に
あ
っ
た
。
漁
師
た
ち
は

そ
の
日
そ
の
日
の
主
食
を
甲
田
屋
で
求
め
る
。
ザ
ル
を
手

に
し
た
お
か
み
さ
ん
ら
は
、
一
升
ば
か
り
買
い
求
め
た
米

権
現
様
の
松

文
政
九
年
（
’
八
二
六
）
清
水
港
に
入
っ
た
中
国
船
得
泰
号

武
闘
派
の
悪
ガ
キ

－２－

次
郎
長
が
ア
ウ
ト
ロ
ー
の
道
に
入
っ
た
の
は
、
天
保
十

三
年
（
一
八
四
二
）
、
二
十
三
歳
の
時
で
あ
る
が
、
そ
の

お
ろ
す
よ
う
に
鎌
え
立
っ
て
い
た
。
そ
の
昔
、
徳
川
家
康

が
駿
府
城
か
ら
清
水
港
の
別
荘
に
通
う
途
中
で
目
に
掛
け

た
と
の
記
録
（
清
見
寺
文
書
）
も
あ
る
。
樹
齢
千
年
と
も

い
わ
れ
る
松
は
、
清
水
港
が
ま
だ
巴
川
の
河
口
港
だ
っ
た

時
代
に
は
、
入
港
す
る
船
の
目
印
と
さ
れ
た
と
古
老
た
ち

は
伝
え
て
い
る
。

少
年
時
代
の
次
郎
長
は
、
漁
師
の
子
ど
も
た
ち
と
い
っ

し
ょ
に
な
っ
て
、
権
現
様
の
松
の
根
も
と
で
遊
ん
だ
。
大

人
が
五
人
掛
り
で
抱
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
巨
木
だ
か
ら
、

子
ど
も
の
手
で
登
る
こ
と
は
不
可
能
だ
。
次
郎
長
は
、
い

つ
の
日
か
こ
の
松
に
登
っ
て
や
ろ
う
と
考
え
た
で
あ
ろ
う
。

編
集
子
も
少
年
時
代
、
せ
め
て
一
番
下
の
枝
ま
で
と
り
つ

こ
う
と
試
み
た
こ
と
が
あ
る
が
、
這
い
登
る
こ
と
は
一
歩

も
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
、
本
堂
の
屋
根
に
は
簡

単
に
登
る
こ
と
が
で
き
る
。
屋
根
瓦
を
伝
わ
っ
て
、
本
堂

の
て
つ
ぺ
ん
に
立
つ
と
、
も
と
も
と
高
台
に
あ
る
こ
の
寺

か
ら
清
水
港
を
一
望
の
も
と
に
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。

次
郎
長
の
生
家
は
す
ぐ
目
の
下
だ
。
三
保
半
島
に
抱
か
れ

た
清
水
港
の
向
こ
う
に
駿
河
湾
が
青
く
広
が
っ
て
い
る
。

少
年
時
代
の
次
郎
長
の
脳
裡
に
も
、
こ
の
よ
う
な
風
景
が

焼
き
付
け
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。

七
十
四
年
の
生
涯
を
終
え
た
次
郎
長
は
、
家
康
に
ゆ
か

り
の
こ
の
松
の
根
元
に
あ
る
墓
に
埋
葬
さ
れ
た
。
ち
な
み

に
、
太
平
洋
戦
争
中
、
こ
の
松
は
米
軍
の
艦
砲
射
撃
の
標

的
に
さ
れ
、
戦
後
間
も
な
く
松
喰
い
虫
に
よ
っ
て
枯
死
し
、

今
は
そ
の
痕
跡
も
な
い
。

山
田
長
政
を
尊
敬
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き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
有
名
な
一
一
ピ
ソ
ー
ド
が
あ

る
。
『
東
海
遊
侠
伝
』
を
源
と
す
る
そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、

一
お
前
の
寿
命
は
範
十
五
歳
ま
で
だ
」
と
い
う
人
相
見
の

宣
告
で
あ
る
。

は
じ
め
は
気
に
も
留
め
ず
に
い
た
が
、
あ
る
夜
甲
川
屋

に
四
人
組
の
強
盗
が
侵
入
し
、
こ
れ
と
格
闘
し
て
次
郎
長

は
瀕
死
の
重
傷
を
負
う
。
は
っ
と
こ
の
時
、
「
垂
十
五
歳

ま
で
の
命
一
と
の
宣
告
が
重
く
胸
に
の
し
か
か
っ
た
。
賭

博
場
へ
の
出
入
り
は
、
こ
の
直
後
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
や

が
て
殺
傷
事
件
を
起
こ
し
、
女
房
を
離
縁
、
叩
田
屋
を
姉

夫
婦
に
談
っ
て
無
宿
者
と
な
り
、
清
水
港
を
後
に
し
た
。

点
河
寺
津
（
愛
知
県
間
尾
市
〉
を
足
場
に
斬
っ
た
張
っ
た

の
活
雌
を
し
て
い
た
ア
ウ
ト
ロ
ー
時
代
の
次
郎
長
は
、
時

ど
き
は
清
水
港
に
帰
っ
て
い
た
。

こ
う
ぎ
ん

次
郎
長
一
家
が
、
梅
蔭
寺
住
職
《
宏
日
和
尚
の
振
無
つ
た

う
グ
に
当
た
っ
た
事
件
の
起
き
た
の
は
、
万
延
尤
年
〈
函

八
六
○
〉
の
こ
と
で
あ
る
。
宏
剛
和
尚
は
文
政
や
・
・
年
（
・

八
晶
九
）
の
生
れ
、
次
郎
長
よ
り
九
歳
稚
‐
ド
だ
が
、
大
の

仲
良
し
で
、
次
郎
長
を
寺
に
か
く
ま
っ
た
り
、
「
史
記
』

や
電
水
許
伝
』
な
ど
瀧
籍
を
手
ほ
ど
き
し
た
《
》
次
郎
長
が

漢
字
を
読
め
な
か
っ
た
と
す
る
の
は
誤
り
で
、
あ
る
時
、

か
ん
り
ん
ま
乙

認
Ｊ
分
が
成
臨
丸
事
件
殉
職
者
、
壮
士
の
墓
の
．
細
柵
に
刻
ま

れ
て
い
る
「
蕉
友
建
之
一
の
文
字
を
見
て
、
「
親
分
、
星

れ
ば
何
と
詩
い
て
あ
る
ん
だ
」
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
次
郎

心
幽
う
ゆ
う

長
は
即
座
に
、
報
旧
友
こ
れ
を
建
つ
、
と
読
む
ん
だ
」
と

答
え
た
と
い
う
零

次
郎
長
は
亡
く
な
る
前
年
の
明
治
・
《
流
年
（
一
八
九
鞄
〉
、

静
岡
の
駿
府
城
内
で
大
相
撲
興
行
を
催
し
た
。
目
的
は
山

田
長
政
顕
彰
碑
を
建
立
す
る
た
め
で
あ
る
◇
次
郎
長
は
産

涯
を
通
じ
て
山
Ⅲ
長
政
を
尊
敬
し
た
。
駿
府
に
生
ま
れ
た

長
政
は
、
江
亦
時
代
初
期
シ
ャ
ム
臆
渡
り
、
ヒ
ー
ロ
ー
と

な
っ
た
。
そ
の
奉
●
紬
し
た
戦
艦
の
絵
図
が
静
岡
の
浅
間
村

社
に
残
さ
れ
て
い
る
。
幼
い
次
郎
長
も
両
親
に
連
れ
ら
れ

て
参
詣
し
、
刈
田
長
政
の
戦
艦
絵
図
を
見
た
で
あ
ろ
う
。

ま
た
拝
殿
の
前
に
は
文
化
縄
年
（
雫
八
◇
流
）
に
奉
納
き

れ
た
一
対
の
手
洗
打
が
あ
り
、
刑
駿
河
小
早
御
板
印
船
仲

問
』
と
し
て
、
清
水
港
の
廻
識
問
屋
の
名
前
が
刻
ま
れ
て

い
る
。
八
Ｊ
櫓
の
快
速
船
堰
駿
河
小
原
，
！
の
箱
は
、
次
郎

長
の
脳
裡
に
、
し
っ
か
り
と
焼
き
付
け
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。

清
水
港
を
飛
び
出
し
、
旅
か
ら
旅
に
生
き
た
次
郎
長
の

行
動
を
支
配
し
た
の
は
、
海
の
向
こ
う
の
広
い
世
界
を
同

指
し
た
「
雄
飛
心
」
で
あ
っ
た
ろ
う
と
考
え
る
。
（
Ｔ
）

春
の
次
郎
長
史
跡
探
訪
ツ
ア
ー
。
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

「
民
衆
文
化
と
つ
く
ら
れ
た
ヒ
ー
ロ
ー
た
ち
」
を
見
学
／
長
田
一
一
則

平
成
十
・
（
年
五
Ｆ
ル
・
非
・
叩
”
、
．
》
‐
坐
一
冊
に
か
け
て
、
一
花
一
染
県
佐
倉
の
歴
博
で
開
か
れ
て
い
る
刑
民
衆
文
化
と
つ
く

雫
。
Ｈ
の
バ
ス
ッ
ァ
ー
で
竹
内
会
長
始
め
孟
卜
八
名
が
、
手
－
ら
れ
た
ヒ
ー
ロ
ー
た
ち
．
の
特
別
展
示
会
の
見
学
に
行
き

市原市鶴舞公民館前、如水と次郎長碑【4.･て

ま
し
た
。

十
・
Ｈ
午
前
八
時
半
、
観
光
協
会
前
を
出
発
、
途
中
縦

一
浜
の
開
港
資
料
館
で
開
港
肖
・
九
十
周
隼
記
念
の
特
別
展
を

一
見
学
、
ア
ク
ァ
ラ
イ
ン
経
由
で
木
更
津
へ
。
木
更
津
と
い

一
え
ば
歌
群
伎
で
有
名
な
一
・
切
ら
れ
与
霊
の
光
明
寺
」
唱
歌

一
で
お
馴
染
み
の
刊
狸
ば
や
、
〕
の
証
誠
寺
』
に
お
参
り
し
、

一
木
更
津
温
泉
の
ホ
テ
ル
竜
宮
城
に
宿
泊
し
ま
し
た
。

一
翌
開
は
、
荊
原
市
鶴
舞
公
民
館
前
に
管
侭
前
に
建
立
し

－
た
：
伏
谷
如
水
と
清
水
次
郎
長
の
碑
」
に
立
ち
寄
り
、
「
鶴

一
舜
滞
を
知
る
会
》
の
内
藤
会
長
、
塚
原
事
務
局
長
、
伏
谷

一
氏
ご
子
孫
高
石
鶴
子
さ
ん
達
と
久
し
ぶ
り
に
懇
親
を
深
め

一
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
佐
倉
の
雁
博
に
は
拡
前
に
到
詩
。
今
度
の
企
町
展
の
巾

一
心
に
な
っ
た
高
橋
敏
教
授
は
、
巾
市
の
出
身
で
、
清
水
の

一
地
元
か
ら
来
て
い
た
だ
い
た
か
ら
と
、
わ
ざ
わ
ざ
ロ
ビ
ー

一
ま
で
お
出
迎
え
く
だ
き
り
感
激
し
ま
し
た
。
次
郎
長
の
展

一
示
物
は
、
祢
蔭
寺
や
鉄
舟
寺
か
ら
多
く
の
貴
重
な
遺
肺
や

一
資
料
が
出
品
さ
れ
展
示
会
陣
花
を
添
え
て
お
り
ま
し
た
。



声
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後
列
右
か
ら
二
人
目
名
高
達
雄
、
そ
の
左
正
希
光
。
前
列
小
林
大
祐
。

平
成
十
五
年
十
一
月
五
日
（
水
）
清
水
観
光
協
会
前
を
午

前
九
時
に
出
発
、
バ
ス
で
一
路
、
東
京
銀
座
の
三
笠
会
館

に
着
い
た
。
参
加
者
四
十
八
名
が
三
笠
会
館
で
昼
食
を
軽

く
す
ま
せ
、
昔
恋
し
い
銀
座
の
柳
、
途
中
の
ウ
イ
ン
ド
ー

臆
一
厘
一
雲
一
回
一
画

今
回
の
ヒ
ー
ロ
ー
達
に
は
、
国
定
忠
治
、
お
隣
の
甲
州

黒
駒
勝
蔵
等
も
含
ま
れ
学
術
的
に
幅
広
く
検
証
し
よ
う
と

い
う
企
画
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
今
ま
で
浪
曲
・
講

談
で
知
ら
れ
た
面
が
協
調
さ
れ
、
そ
の
実
体
は
判
ら
な
い

部
分
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
学
術
的
に
解

明
し
て
い
こ
う
と
い
う
意
図
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

ツ
ァ
ー
に
つ
き
も
の
の
夜
の
懇
親
会
は
、
即
席
の
余
興

が
と
び
だ
し
賑
や
か
に
、
ま
た
、
和
気
あ
い
あ
い
と
盛
り

Ｅ

一
一
口
ｊ
堪
圧

一
一
｛
．
》

を
の
ぞ
き
な
が
ら
、
八
丁
目
の
博
品
館
劇
場
に
行
く
。
｜

今
年
は
、
次
郎
長
没
後
百
十
年
を
記
念
し
て
観
劇
ツ
ー

ァ
ー
が
実
施
さ
れ
た
。
出
演
の
正
希
光
さ
ん
は
、
清
水
出
一

身
、
し
か
も
私
の
家
と
は
余
り
遠
く
な
い
所
に
住
ん
で
い
－

た
そ
う
で
あ
る
。
学
校
も
岡
小
、
二
中
卒
業
と
い
う
か
ら
、
一

何
処
か
で
す
れ
違
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
演
一

出
家
の
小
林
大
祐
さ
ん
は
富
士
市
出
身
で
あ
る
が
、
高
校
一

は
清
水
と
い
う
か
ら
こ
れ
も
縁
が
あ
る
。
こ
ん
な
に
身
近
一

か
の
若
者
が
、
新
し
い
次
郎
長
に
取
り
組
ん
で
「
静
岡
市
一

と
合
併
し
て
清
水
市
は
消
え
て
も
、
清
水
魂
を
舞
台
で
ア
ー

ピ
ー
ル
し
た
い
」
と
意
欲
を
燃
や
し
て
い
る
と
聞
き
、
興
一

味
深
く
観
劇
に
参
加
し
た
。

狭
い
灘
台
の
幕
が
開
き
、
現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
衣
一

装
で
、
歌
や
踊
り
で
始
ま
っ
た
。

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
当
た
り
、
チ
ョ
ン
マ
ゲ
な
ら
ぬ
、
一

ベ
ッ
ヵ
ム
型
の
髪
の
て
つ
ぺ
ん
を
青
く
染
め
た
名
高
達
男
一

の
次
郎
長
が
登
場
す
る
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
調
に
歌
っ
て
い
－

る
。
そ
し
て
庄
野
真
代
扮
す
る
お
蝶
さ
ん
の
衣
装
も
奇
抜
一

で
あ
る
。
ち
ょ
っ
と
鷲
い
た
が
、
こ
れ
が
現
代
の
郷
台
で
一

あ
る
。
正
希
さ
ん
は
、
次
郎
長
一
家
と
相
対
す
る
都
鳥
一
一

刺
雷

ｊ
ｌ
Ｒ
Ｏ
ｌ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
観
劇
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て

霊雲霊蕊
蓉
一

へ

~ ¥

(､一一Ｊ

》
《

●
昨
年
（
平
成
十
五
年
）
秋
、
天
田
愚
庵
雲
水
姿
の
銅
像

が
完
成
し
、
十
一
月
十
五
日
、
い
わ
き
市
で
除
幕
式
が
行

わ
れ
た
。
編
集
子
は
当
会
を
代
表
し
て
式
典
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
清
水
か
ら
の
同
行
者
は
駿
府
ｎ
本
平
の

里
秋
山
社
長
と
、
清
水
郷
土
史
研
究
会
山
川
会
長
で
あ
る
。

愚
庵
没
後
一
○
○
年
に
今
年
（
平
成
十
六
年
）
は
当
り
、

「
愚
庵
と
子
規
を
語
り
継
ぐ
会
」
が
四
月
二
十
九
Ⅱ
に
立

ち
上
げ
ら
れ
、
竹
内
宏
当
会
会
長
が
、
そ
の
会
長
に
要
請

さ
れ
就
任
し
た
。
子
規
の
句
碑
が
建
て
ら
れ
、
愚
庵
が

贈
っ
た
柿
の
木
の
子
孫
が
移
植
さ
れ
た
。

。
竹
内
宏
会
長
の
近
著
「
町
お
こ
し
の
経
済
学
」
が
上
梓
さ

れ
ま
し
た
。
編
集
子
が
昨
秋
出
版
し
た
「
清
水
次
郎
長
と

明
治
維
新
」
の
紹
介
文
を
室
伏
尚
美
さ
ん
が
書
い
て
下
さ
っ

た
が
、
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
た
め
次
号
に
回
す
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
室
伏
さ
ん
に
は
深
く
お
詫
び
し
ま
す
。
（
Ｔ
）

４W桐醐hW

観

家
の
影
武
者
、
蘭
堂
役
を
こ
な
し
て
い
る
。
背
が
高
く
、

少
し
ニ
ヒ
ル
な
感
じ
だ
。

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
「
平
成
を
斬
る
！
無
う
、
歌
う
」
と
あ

る
よ
う
に
、
電
子
オ
ル
ガ
ン
の
生
演
奏
で
、
郷
台
狭
し
と

踊
り
、
会
場
が
わ
れ
る
よ
う
に
盛
り
上
が
る
。

都
鳥
の
親
分
に
は
大
門
正
明
、
大
政
に
は
小
宮
健
吾
、

瓦
版
屋
に
は
福
岡
翼
な
ど
、
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
顔
が

多
く
出
演
し
て
い
て
楽
し
く
み
る
こ
と
が
で
き
た
。

群
台
が
終
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前
の
ロ
ビ
ー
に
、
名
高

さ
ん
、
正
希
さ
ん
、
演
出
の
小
林
さ
ん
ら
が
並
び
ご
挨
拶

を
し
て
下
さ
っ
た
。
名
高
さ
ん
と
握
手
し
た
私
は
、
最
高

の
気
分
で
、
こ
の
手
を
だ
い
じ
に
、
帰
り
の
バ
ス
に
揺
ら

れ
た
。

上
が
り
ま
し
た
。
ツ
ァ
ー
参
加
者
は
、
地
元
の
静
岡
清
水

が
主
体
で
す
が
遠
く
は
浜
松
市
・
遠
州
森
町
・
川
口
市
か

ら
の
参
加
者
も
あ
り
ま
し
た
。
帰
り
道
に
感
じ
た
こ
と
は
、

当
会
の
ツ
ア
ー
は
次
郎
長
に
ま
つ
わ
る
史
跡
巡
り
を
心
が

け
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
の
特
別
展
示
会
を
機
に
、
他
の

ア
ウ
ト
ロ
ウ
達
の
史
跡
巡
り
も
加
え
た
ら
、
さ
ら
に
幅
広

く
充
実
し
た
企
画
が
で
き
、
大
勢
の
方
々
に
ご
参
加
が
い

た
だ
け
る
の
か
な
と
感
じ
ま
し
た
。

天
野
香

＝

蕊


